
緒言
　凍らせたスポーツドリンクを飲む時、最初のほうが甘く
最後は味が薄くなるように感じた。身近な道具を使って
いつ飲んでも同じ甘さで美味しく飲めるようにするため
に均一に溶かす方法を探そうと考えた。

実験方法
実験１：糖度の測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験２：スポーツドリンクの試飲

①スポーツドリンクを2（固形）：1（液体）に分ける　　　　　　　延岡高校２年生の男女各１０名ずつの計２０名に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溶け始め（糖度6.2度）と溶け終わり（糖度4.7度）
②凍ったスポーツドリンクを砕き、液体と混ぜる　　　　　　　　　のドリンクを始めから終わりの順番に試飲して、

②製氷皿で凍らせ、砕かずに液体と混ぜる　　　　　　　　　　　　５段階評価をしてもらった（表1）

③混ぜたスポーツドリンクの糖度を糖度計で5分間ごとに測る
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結論
・今回の研究からは、凍らせたスポーツドリンクの糖度を一定にし溶かす方法としては、アイススラリーをつくるという方法を用
いるのが良いといえる
・しかし効率の良さを優先するならば製氷皿を用いることが適当であると判断できる

（表1）
１段階目　甘く感じた
２段階目　少し甘く感じた
３段階目　変わらない
４段階目　少し薄く感じた
５段階目　薄く感じた　

  凍らせたスポーツドリンクを飲むとき…

薄くなる

飲み始め 飲み終わり

・気温28℃
・アイススラリーの製作時間は10分
・冷凍時間は23時間

結果１
・単純冷却の場合、糖度は一定だった
・自然解凍の場合、糖度の変化が最も大きかった
・ 2 つの方法のアイススラリーはほぼ均一に溶けた
・ハンマーで作ったアイススラリーだけが63分で溶けた　

考察
実験から判断できることは、氷が小さいほど、溶けたときの糖分が均一になるということである

・氷の大きさがある程度小さければ、糖度はほとんど変わらないといえる。どのサイズから糖度の変化が少ないかを調べる必要が

あると考えた

・ハンマーを使ったアイススラリーだけが63分で溶けた。これは、氷の大きさが小さいほど早く溶けるということだと考えられる

・凝固点降下によって糖度が急激に変化したと考えられる。

結果２
・４段階目（少し薄く感じた）が一番多かった
・２段階目（少し甘く感じた）と
・３段階目（変わらない）と感じた人は２人ずつだった
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